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（平成 28 年）

第 128 号

今月の主な内容
今月の表紙
８月15日、第11回きみの夏祭りが木の温も

り広場（紀美野町文化センター）で開かれます。

会場では、花火大会をはじめ盆踊りや色々なイ

ベントが開催されます。皆様お誘い合わせのう

えご来場ください。(盆踊りを楽しむ皆さん/昨

年の夏祭りより)【16面に関連記事】

8



2016.8 2

みなさまには、河川環境の保全のため、毎年、河川一斉清掃にご参
加を頂き、ありがとうございます。

本年も下記の日程で実施いたします。
みなさまのご参加をお待ちしております。(作業は２時間程度です)

■実 施 日　８月27日(土)　※雨天の場合は９月３日(土)
■集合時間　８時
■申込締切　８月10日（水）　17時15分まで
■問い合わせ・申し込み　　　事務局　美里河川愛護会
　紀美野町役場　美里支所　住民室　℡ ０７３‐４９５‐3463

地　区　名 集　　合　　場　　所
下神野地区 美 里 中 学 校 グ ラ ウ ン ド
上神野地区 自然体験世代交流センター
国 吉 地 区 国 吉 多 目 的 集 会 所
毛原宮地区 毛 原 宮 多 目 的 集 会 所 前
長谷宮地区 旧 長谷小学校グラウンド
下真国地区 真国区民センター駐車場
上真国地区 円 明 寺 上 北 辰 雄 宅 前

｢きれいな河川をみんなで守りましょう｣
☆美里河川一斉清掃のお知らせ

紀
美
野
町
の
高
齢
者
の
皆
様
の

ご
長
寿
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

来
る
９
月
10
日
（
土
）
美
里
地

区
、
11
日
（
日
）
野
上
地
区
に
お

い
て
、
区
長
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
そ

の
他
各
種
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
て
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
９
月
30
日
で
75
歳
以

上
の
方
が
対
象
で
す
。

◎
敬
老
祝
金
の
支
給

　
（
き
み
の
共
通
商
品
券
）

　

80
歳
以
上　
　

３
，０
０
０
円

　

90
歳
以
上　
　

５
，０
０
０
円

　

100
歳
以
上　

１
０
，０
０
０
円

７
月
１
日
、「
第
66
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
知
事
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
、
並
び
に
「
第
52

回
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

の
啓
発
運
動
が
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
こ
れ
ら
２
つ
の
運

動
を
連
携
さ
せ
て
、
一
つ
の
実
施

委
員
会
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
伝

達
式
に
は
、
地
域
で
犯
罪
や
非
行

防
止
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
、
紀
西
保
護
司
会
紀
美
野
分

会
、
更
生
保
護
女
性
会
、
青
少
年

育
成
委
員
会
、
海
南
保
健
所
の
皆

さ
ん
が
出
席
。
は
じ
め
に
、
小
川

副
町
長
が
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
が
、
皆
様
方
の
お
力

添
え
で
実
現
で
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
、
紀
西
保
護
司
会
紀
美
野
分

■
紀
美
野
町
敬
老
会
（
美
里
地
区
）

　

日
時　

９
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
か
ら

　

会
場　
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
紀
美
野
町
敬
老
会
（
野
上
地
区
）

　

日
時　

９
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
か
ら

　

会
場　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

【
内
容
】

　

式
典

　

歌
謡
・
演
芸

　
　

東
京
ロ
マ
ン
チ
カ

　
　

成
世
昌
平

　
　

津
軽
三
味
線
龍
翔
天
舞

　
　

河
村
一
樹

会
会
長
の
下
垣
内
知
広
氏
が
和
歌

山
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

代
読
し
、
小
川
副
町
長
へ
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

式
後
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る

街
頭
啓
発
や
町
内
小
・
中
学
校
訪

問
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度　

敬
老
会
の
お
知
ら
せ

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

東京ロマンチカ

津軽三味線龍翔天舞 河村一樹

成世昌平

た
だ
い
ま

「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

　

実
施
中
！　
　
　

～
８
月
31
日

下垣内氏から小川副町長に知事
メッセージが伝達されました。

6月23日に全国的に地震防災訓練が行
われ、役場では庁舎等施設内の危険箇所
確認・改善や来庁者の避難誘導想定訓練
を実施しました。また、きみのこども園
や神野保育所では10時15分頃の地震発
生メールの着信を合図に、先生が「地震
ですよー」と呼びかけ、園児たちは一斉
に机の下にもぐりこみ、時間をおいてか
ら先生の誘導で運動場に避難する訓練を
行いました。この訓練には当日保育所に
居合わせた保護者の方々も参加されまし
た。

地震防災訓練が行われました
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「
最
近
様
子
が
ち
ょ
っ
と
違
う
な
」「
１
人
で
外
へ
出
て
行
っ
て
し
ま
う
の
で
心
配
」

と
心
配
さ
れ
て
い
る
ご
家
族
の
方
。

紀
美
野
に
こ
に
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

加
齢
な
ど
に
よ
り
記
憶
力
や
判
断

力
が
低
下
す
る
と
、
道
を
間
違
え
て

家
に
帰
れ
な
か
っ
た
り
、
自
分
が
ど

こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
高
齢
者
等
を
地
域
ぐ
る
み
で
見

守
り
、
本
人
や
そ
の
家
族
も
安
心
し

て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る

よ
う
、
見
守
り
の
輪
を
広
げ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
し
く
み
】

①
行
方
不
明
高
齢
者
等
が
発
生
し
た

と
き
、
家
族
等
が
警
察
や
保
健
福

祉
課
に
相
談

②
家
族
の
同
意
を
得
て
協
力
機
関
・

協
力
者
に
行
方
不
明
者
の
情
報

（
名
前
・
背
格
好
・
服
装
な
ど
）

を
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
ー
ル
で
提
供

③
協
力
機
関
・
協
力
者
は
日
常
生
活

の
範
囲
内
で
目
配
り
を
行
い
（
捜

索
で
は
な
い
）、
目
撃
等
情
報
が

あ
れ
ば
海
南
警
察
署
へ
通
報
す
る

④
海
南
警
察
署
が
保
護
し
た
の
を
受

け
、
保
健
福
祉
課
よ
り
協
力
機

関
・
協
力
者
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
や

メ
ー
ル
に
て
発
見
の
連
絡
を
行
う

【
利
用
の
登
録
に
つ
い
て
】

（
登
録
・
利
用
無
料
）

家
族
等
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
行
方

不
明
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
の
情

報
を
事
前
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
登
録
い
た
だ
く
こ
と
で
、
万

が
一
の
際
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
提

供
が
可
能
で
す
。
登
録
さ
れ
た
個
人

情
報
は
、
保
健
福
祉
課
で
厳
重
に
管

理
し
ま
す
。

４
月
14
日
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本

地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
と
そ
の

ご
家
族
、
関
係
者
の
方
々
に
対
し
ま

し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

紀
美
野
町
で
は
、
４
月
20
日
か
ら

町
内
の
11
施
設
に
義
援
金
箱
を
設
置

し
た
と
こ
ろ
、
個
人
を
は
じ
め
学
校
、

各
種
団
体
等
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
義
援

金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被

災
さ
れ
た
方
々
へ
、
こ
れ
ま
で
に
３

回
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
義
援
金
額　

６
２
０
，７
７
３
円

　
　
　
　
（
４
月
20
日
～
６
月
20
日
）

【
義
援
金
箱
設
置
の
延
長
】

役
場
本
庁
と
美
里
支
所
の
２
施
設

で
は
、
引
き
続
き
義
援
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

熊
本
地
震
に
伴
う
義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

６月18日（土）、下佐々地区で地区住民や和歌山大学学
生、介護保険事業所職員、海南警察署員ら71人が参加し
て、安心声かけ練習が行われました。これは、認知症施策
推進事業の一環として、地域ぐるみで認知症の人とその家
族を支えるための取組みで、今年で６回目になります。

下佐々コミュニティーセンターを会場に、海南警察署生
活安全刑事課・三木氏による、「海南警察署管内における
行方不明事案状況について」の
説明と、認知症について、国保
野上厚生総合病院の中谷ケアマ
ネジャーより講話がありまし
た。様子が気になる認知症高齢
者にどのようにして声をかける
のか、寸劇を交えて参加者に見
てもらった後、地区住民 46 人
が地域を歩き、介護保険事業所
職員扮する認知症高齢者役に声
をかけ、日常会話から「どこか
ら来たの」「どうしたの」など
と質問をし、安全な場所に誘導
しながら年齢や服装などを警察
等に通報するまでの流れを体験
しました。その後、同センター
で意見交換会が行われ、参加者
からは、「知らない人に声かけ
するのには勇気がいる」「今日

は練習なのでできたが、現実には声をかけられるかな」「こ
んな場面に出くわしたら、冷静に今日のことを思い出して
警察につなげたい」「人助けなのだから勇気をもって声を
かけることが認知症サポーターの役割かな」という声があ
りました。また、認知症高齢者役からは、「笑顔で目線を
合わせて話してくれるなど、安心できる配慮をしてくれた」

「名前・住所だけでなく、しんどくないかなど体調面を気
にかけてくれうれしかった」などの感想が寄せられまし
た。今回は認知症サポーター養成講座（※）をかねて開催
し、参加者全員が認知症サポーターとなりました。この取
組みは今後も継続して実施していく予定です。警察庁調べ
によると、平成 27 年の全国の行方不明者数は約８万２千
人、そのうち認知能力等の低下が原因と思われる方は約
１万２千人あり、全体の約 15％を占めます。紀美野町で
も発生しており、例外ではありません。

紀美野町では、認知症になっても安心して外出できる地
域にするため、海南警察署・海南市と連携しながら、地域・
事業所・行政等が一体となって地域ぐるみで認知症の人を
見守るためのネットワーク＝紀美野にこにこネットワーク
を立ち上げました。この趣旨に賛同し、見守りにご協力い
ただける事業所や協力員を募集しております。詳しくは下
の記事をご覧ください。
※認知症サポーターとは、認知症という病気を正しく理解

し、自分のできる範囲で認知症の人とその家族を見守る
応援者のことをいいます。時間は１時間程度、受講は無
料でどなたでも受けられます。

～認知症の人が地域の中で安心・安全に暮らし続けられるように～

安心声かけ練習を実施 !!

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

下佐々地区で

認知症高齢者対策①
挨拶はしゃがんで
目線を合わせる

認知症高齢者対策②
警察に通報するときは
離れた場所で

認知症にやさしい町・
紀美野町キャラクター
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★こども園・保育所開放のご案内
　○神野保育所：8 月 3 日（水）・17 日（水）　℡ ０７３‐４９５‐２０４９
　　※きみのこども園につきましては、増築工事のため開放はありません。
★遊びの教室のご案内
　○コアラ　　　　8 月 9 日（火）9 時 30 分～ 11 時 30 分　子育て支援センター（水遊び）
　○カンガルー　　8 月 24 日（水）9 時 30 分～ 11 時　　　　子育て支援センター
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（きみのこども園内）まで申し込みよろしくお願いします。
　　℡ ０７３‐４８９‐２１４４
★子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　【子育て支援センター】住所　紀美野町動木 156 番地（℡ ０７３‐４８９‐２１４４）
　（きみのこども園内） 月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　　　　　　　　　　 ※８月 12 日（金）・15 日（月）は休みになります。
　　　　　　　　　　　 8 月 8 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・栄養士による栄養相談
　【文 化 セ ン タ ー】住所　紀美野町神野市場 217 番地（℡ ０７３‐４９５‐９０５５）
　　　　　　　　　　　 毎月　第２・４週の木曜日 ( 祝日は休み )　（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　　 8 月 25 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。
　　　 　　　きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　　　　　　 ※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

健康相談のお知らせ（8月の日程）

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡ 073‐489‐9960
　　　　 休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ 073‐489‐2430
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408 番地 4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　3日、10 日、17 日、24 日、31 日
■時　間：午前９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後のよりよい
生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、
お気軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制）
8 月 8 日（月）
8 月 22 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

8 月 10 日（水）　　
8 月 24 日（水）　
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

8 月 8 日（月）　10 時 30 分～ 11 時 30 分8 月 22 日（月）　

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 8 月 22 日（月）　17 時～ 19 時

保健センターだより
平成28年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

不妊治療費助成制度のお知らせ
紀美野町では、子どもを産み育てたい人の負担を軽減す

るために不妊治療費の助成を行っています。今年度から一
般不妊治療費の助成額を引き上げ、特定不妊治療費の助成
を新たに始めています。

◆一般不妊治療費助成
　・人工授精や不育治療
　　限度額：５万円

◆特定不妊治療費助成
　・体外受精と顕微授精
　　限度額：治療区分により10万円又は５万円
　　　　　　男性不妊治療　６万円

詳しくはホームページをご覧いただくか下記までお問い
合わせください。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０
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風しんワクチン接種緊急助成事業
妊婦、特に妊娠初期の女性が風しんにかかると、生まれて

くる赤ちゃんが「先天性風しん症候群」（難聴や心疾患、白内
障や緑内障など）の障害が現れることがあります。

妊婦の感染を予防するため、下記に該当する方に風しんワ
クチン接種料を助成します。
◆対象者
　①妊娠を希望している女性（19歳以上50歳未満）（妊娠中は

受けられません）
　　「19歳以上」については、平成28年度中に19歳となれば対

象。
　　「50歳未満」については、平成28年４月１日時点で50歳未

満であれば、接種時に50歳であっても対象。
　②妊婦の夫

　対象年齢（下記対象者①）の方には４月初め、個人通知で
ご案内しています。
　必ず案内書をご確認の上、接種して下さい。
◆対象者
　①平成28年度中に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、

100歳になる方。（平成30年度までの間は、各年度で65歳、
70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる方に
対して順次ご案内する予定です。）

　②60歳以上65歳未満の方であって、心臓、腎臓若しくは呼
吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障害を有する方

成人用肺炎球菌ワクチン予防接種

健康づくりコーナー

熱中症と疑われる人を見かけたら？
～夏はまだまだ続きます！引き続き熱中症にご注意ください～

熱中症は高温多湿な環境にいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節はうまく働
かなくなり、体内に熱がこもった状態を指します。
熱中症は屋外だけでなく屋内でも起こっています。今一度、「熱中症が起こったときの対応」について確認
しておきましょう。

※自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう‼
厚生労働省　資料より抜粋

エアコンが効いている室内や風通しのよい日陰など、涼しい場所へ避難させる。

衣服をゆるめ、からだを冷やす（特に、首の周り、わきの下、足のつけねなど）

水分・塩分、経口補水液（水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの）などを補給する。

涼しい場所へ

からだを冷やす

水 分 補 給

各種予防接種について

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

現在、手当を受けている方は下記の受付期
間中に、現況届及び添付書類を添えて紀美野
町総合福祉センター内保健福祉課または、美
里支所住民室に提出してください。なお、所
得制限等で現在支給が停止されている方も必
ず提出をしてください。

■受付期間　　
　　児童扶養手当
　　　８月１日（月）から８月31日（水）
　　特別児童扶養手当
　　　８月12日（金）から９月９日（金）
■問い合わせ
　　保健福祉課　℡ ０73‐489‐9960

◇児童扶養手当とは、父母の離婚などにより父又
は母と生計を同じくしていない児童について手
当を支給する制度で、ひとり親家庭の生活の安
定と自立を助け、児童の福祉の増進を図ること
を目的にしています。（事実婚は除く）※事実
婚とは、社会通念上、当事者間に夫婦としての
共同生活と認められる事実関係（頻繁な定期的
訪問かつ、定期的な生活費の補助など。同居の
有無を問わない。）が存在することをいいます。

◇特別児童扶養手当とは、20歳未満で身体や知的
または精神に中程度以上の障害を有する児童、
もしくは長期にわたる安静を必要とする病状に
ある児童を監護している父、もしくは母、また
は父母に代わって児童を養育している方に支給
される手当です。

児童扶養手当・特別児童扶養手当を
受給されている皆様へ

　〈現況届の提出について〉

健康づくり情報Vol.11
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都
会
か
ら
「
田
舎
で
暮
ら
し
た

い
」
と
い
う
想
い
を
持
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
移
住
希
望
者
が
紀
美
野

町
を
訪
ね
て
来
ら
れ
ま
す
。
多
く

の
移
住
希
望
に
応
え
る
た
め
に
は

受
け
皿
と
な
る
「
住
宅
」
の
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

６
月
15
日
（
水
）
志
賀
野
老
人

ク
ラ
ブ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

旧
志
賀
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
参
加

者
数
31
人
に
よ
り
盛
況
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
地
域
の
人
が
み
ん

な
で
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
、
毎
日
朝

夕
、
生
き
生
き
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

を
行
い
、
健
康
増
進
を
し
て
い
ま

す
。」（
赤
阪
惠
子
会
長
談
）

き
み
の
定
住
を

支
援
す
る
会
だ
よ
り

志
賀
野
老
人
ク
ラ
ブ
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

平成28年４月より国保野上厚生総合病院に勤務となりまし
た。この季節の紀美野町は緑が美しく、とても過ごしやすい
ですね。また、農家の方が多く、畑仕事のためか、皆様ご高
齢であっても心身とも健康な方が多いことに驚くとともに、
感心しております。

私は、平成26年に和歌山県立医科大学を卒業し、同病院で
の研修医を経て、当院へ勤務となりました。専門といえるほ
どの経験もなく、一般内科医として勤務しております。日々、
当院のベテラン内科の先生方にご指導いただき、研鑽してお
ります。当院はさまざまな内科疾患を抱えた患者様が多数来
院され、そんな環境で医師として必要
な内科の経験を積むことができること
をうれしく思います。

経験の浅い私にできることは、患者
様の話をよく聞いて、一人当たりの診
療時間をより多くとることを心がけて
おりますので、何か、健康面での心配
事等ございましたら気軽にお越しくだ
さい。

国保野上厚生総合病院だより
（医師紹介㉖）

内科　医師　　加
か

山
やま

　雄
ゆう

大
た

野
上
小
学
校
４
年
生
の
み
な
さ
ん
が

浄
水
場
の
見
学
に
来
て
く
れ
ま
し
た

水
道
課

だ
よ
り

す
。
空
き
家
の
賃
貸
借
は
、
和
歌

山
県
に
登
録
さ
れ
た
専
門
家
（
住

宅
協
力
員
）
が
仲
介
し
て
契
約
を

進
め
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し

て
お
手
続
き
い

た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
空
き
家
の

活
用
を
御
一
考

い
た
だ
き
た
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会

　
℡ 
０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
３
３
９

６
月
７
日
（
火
）、
野
上
小

学
校
４
年
生
28
名
が
下
佐
々
浄

水
場
へ
社
会
見
学
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。

小
学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
質

問
を
受
け
た
後
、
浄
水
場
を
見

学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
見
学

の
お
礼
に
い
た
だ
い
た
冊
子
の

コ
メ
ン
ト
は
、
職
員
の
励
み
に

な
り
ま
す
。

き
れ
い
で
お
い
し
い
水
を
皆

さ
ん
の
ご
家
庭
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
職
員
一
同
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
水
を
大

切
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

水
道
課

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
７
４
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お
知
ら
せ
・
募
集

平
成
28
年
7
月
1
日
か
ら
、
30
歳
未
満
を

対
象
と
し
た
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
対
象

年
齢
が
拡
大
さ
れ
、
50
歳
未
満
を
対
象
と
し

た
納
付
猶
予
制
度
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間

は
、
引
き
続
き
30
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が

納
付
猶
予
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
納
付
猶
予
制
度
の
他
に
も
、

免
除
制
度
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国

民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い

方
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談
に
よ
り

早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
業
務
内
容

　

地
域
サ
ロ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
・

サ
ロ
ン
運
営
業
務 

・
高
齢
者
見
守
り
事
業

■
募
集
人
員　

若
干
人　

■
雇
用
期
間

　

平
成
28
年
９
月
１
日
～
平
成
29
年
２
月
28
日

　

※
更
新
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金

　

月
給
１
８
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
看
護
師
資
格
保
有
者
）

　

月
給
１
２
２
，０
０
０
円
（
一
般
事
務
）

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
休
憩
時
間
１
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格

　

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方

（
Ａ
Ｔ
の
み
可
）

　

②
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー

ド
な
ど
）
が
で
き
る
方

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険　

厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償

　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
に

よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

平
成
28
年
８
月
下
旬

■
試
験
場
所　
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
み
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
28
年
８
月
19
日
（
金
）

　

17
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
を
持
参
も
し

く
は
郵
送
に
よ
り
左
記
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

■
業
務
内
容　

保
育
士
業
務

　
　
　
　
　
　
（
き
み
の
こ
ど
も
園
勤
務
）

■
募
集
人
員　

１
人

■
雇
用
期
間　

　

平
成
28
年
10
月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

　

※
更
新
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　

日
額 

７
，６
０
０
円

　
（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当
な
し
）

■
勤
務
時
間

　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　
７
時
00
分
～
19
時
00
分
の
う
ち
８
時
間
45
分

　
（
休
憩
時
間
1
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格

　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
加
入
保
険

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償

　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
に

よ
る

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時

　

試
験
日
は
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。

■
試
験
場
所

　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切

　

平
成
28
年
８
月
31
日
（
水
）

　

17
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
、
保
育
士
資

格
の
写
し
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

国
民
年
金
納
付
猶
予
制
度
の
50
歳
未
満

へ
の
拡
大
に
つ
い
て

紀
美
野
町
「
地
域
見
守
り
支
援
員
」
の

募
集
に
つ
い
て

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

■
日
時　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

受
付　

13
時
～

　
　
　
　

開
式　

13
時
30
分

■
場
所　

紀
美
野
町
中
央
公
民
館
（
紀
美
野

町
動
木
２
８
８
番
地
４
）

■
対
象
者

　

平
成
８
年
４
月
２
日
生
～
平
成
９
年
４
月

１
日
生
ま
で
の
方

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
教
育
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９

成
人
式
の
ご
案
内

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収

の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
※
納
付

義
務
の
あ
る
方
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、
連
帯
し

て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
及
び
世

帯
主
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 
０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

《
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
付
終
了
が

迫
っ
て
い
ま
す
‼
》

30
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
受
付
は
８
月
31
日
（
水
）
ま
で
で

す
。
た
だ
し
、
委
託
先
の
医
療
機
関
の
受
付

状
況
に
よ
り
、
早
期
に
締
め
切
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。（
７
月
１
日
現
在
、
和
歌
山
市
医
師

会
成
人
病
セ
ン
タ
ー
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の
受

付
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
。）

な
お
、
ド
ッ
ク
以
外
に
も
、
集
団
健
診
・

個
別
健
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
「
紀
美
野
町
衛
生
カ
レ
ン

ダ
ー
」（
年
度
初
め
の
各
戸
配
布
）
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
様
へ
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【
70
歳
未
満
の
方
】

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
る
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
※
が
申
請
に

よ
り
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
の
方
は
、
入
院

時
の
食
事
代
が
減
額
に
な
る

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

【
70
歳
以
上
の
方
】

70
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
受
給

者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を
提
示
す
る

こ
と
で
一
つ
の
医
療
機
関
に
お
け

る
窓
口
負
担
に
自
己
負
担
限
度
額

が
適
用
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
に
は
「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
」
と
「
認
印
」
が
必

要
で
す
。

○
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の

有
効
期
限
が
平
成
28
年
７
月
31

日
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

使
用
さ
れ
る
場
合
は
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ

る
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
は
交
付
で
き

ま
せ
ん
。

○
限
度
額
の
適
用
は
、
申
請
し
た

月
の
初
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室

　
℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

園
芸
施
設
共
済
は
掛
金
の
半
分

を
国
が
負
担
し
、
自
然
災
害
な
ど

で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
ガ
ラ
ス
室

等
の
園
芸
施
設
が
被
害
を
受
け
た

と
き
、
損
害
を
補
填
す
る
公
的
保

険
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
草
支
所

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
２
２
０
５

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ　

～
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
～

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
の
申
請
に
つ
い
て

■
試
験
日
時

　

平
成
28
年
11
月
20
日
（
日
）

■
試
験
場
所

　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館
（
和
歌

山
市
小
松
原
通
一
丁
目
１
番
地

和
歌
山
県
庁
正
門
前
）

　
（
11
月
５
日
（
土
）
同
会
場
に

て
希
望
者
に
受
験
講
習
を
実

施
）

■
申
込
書
配
布
期
間

　

８
月
22
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　
　

９
月
16
日（
金
）

■
申
込
書
受
付
期
間

　

９
月
５
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　
　

９
月
16
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
・
申
込

書
配
布

　

紀
美
野
町
役
場　

建
設
課

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
４

平
成
28
年
度
和
歌
山
県
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資

格
認
定
共
通
試
験

（
和
歌
山
県
下
水
道
協
会
主
催
）

　

和
歌
山
県
下
水
道
協
会

　
℡ 

０
７
３
‐
４
３
５
‐
１
０
９
３

※
申
込
書
配
布
は
県
庁
下
水
道

課
、
県
下
水
道
公
社
及
び
各
振

興
局
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
で
は
、
厚
生
労
働
省

所
管
の
も
と
、
本
年
も
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま

す
。こ

の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
を

１
～
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

を
対
象
に
、
小
規
模
事
業
所
に
お

け
る
賃
金
、
労
働
時
間
及
び
雇
用

の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
に
年
１
回
実
施
さ

れ
、
小
規
模
事
業
所
の
実
態
を
示

す
資
料
と
し
て
最
低
賃
金
の
改
訂

審
議
等
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に

は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統

計
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を

作
成
し
ま
す
。

調
査
票
に
書
か
れ
た
内
容
は
、

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
の
お
願
い

紀
美
野
町
が
発
注
す
る
物
品
製

造
等
及
び
役
務
提
供
に
係
る
競
争

入
札
に
新
た
に
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

紀
美
野
町
に
お
け
る
平
成
28
・

29
年
度
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
（
物
品
製
造
等
及
び
役
務

提
供
）
の
追
加
受
付
を
次
の
期
間

で
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
提
出

様
式
は
企
画
管
財
課
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
の
で
必
要
な
方
は
お
越

し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
競
争
入
札
参
加

資
格
申
請
の
追
加
受
付
は
町
内
業

者
の
み
で
す
。

■
提
出
先　

紀
美
野
町
役
場

　
　
　
　
　

企
画
管
財
課 

■
申
請
書
宛
名　

紀
美
野
町
長

■
受
付
期
間

　

平
成
28
年
８
月
１
日
（
月
）
～

平
成
28
年
８
月
31
日
（
水
）

（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

の
間
（
12
時
か
ら
13
時
の
間
を

除
く
）

■
有
効
期
間

　

１
年
６
か
月
間
（
平
成
28
年
10

月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31

日
）

※
た
だ
し
、
中
間
審
査
申
請
時

（
平
成
29
年
２
月
１
日
～
平
成

29
年
２
月
28
日
）
に
追
加
書
類

を
提
出
し
、
審
査
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
役
場　

企
画
管
財
課

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

平
成
28
・
29
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
物
品
製
造
等
及
び
役
務
提
供
）

の
追
加
受
付
の
お
知
ら
せ

「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し
く
秘
密

が
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
統
計
以

外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す

が
、
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
調
査
に
ご
回
答
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。和

歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局

調
査
統
計
課
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紀の海広域施設組合職員募集について

平成28年度紀美野町職員募集について

海南市、紀の川市、紀美野町の２市１町で構成する紀の海広域施設組合では、ごみ処理施設での技術職員を募集します。
２．試験期日　【第１次試験】９月３日（土）
　　　　　　　【第２次試験】９月下旬～ 10月上旬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（予定）
３．申込受付期間　８月１日（月）～８月12日（金）
　　　　　　　　　（土曜・日曜・祝日は除く。）
　　　　　　　　　８時30分～ 17時15分
　　　　　　　　　郵送の場合、８月12日（金）まで
　　　　　　　　　の消印有効
４．申込先　紀の海広域施設組合
　　　　　　（紀の川市桃山町最上１２９０番地９４）
５．試験案内配布期間　７月28日（木）～８月12日（金）
　　　　　　　　　　　配布団体の開庁時間内
６．試験案内配布場所
　　　紀の海広域施設組合
　　　海南市役所　　総務部　総務課（本庁４階）
　　　紀の川市役所　市民部　廃棄物対策課
　　　　　　　　　　　　　　　　　（本庁２階）
　　　紀美野町役場　住民課（本庁１階）
７．主な職務内容
　　　ごみ処理施設の電気・機械設備等の保安監督業

務、施設運営管理委託業者の指導監督、一般事
務

１．試験区分及び採用予定人員

職　種
区　分

採　　用
予定人員

受　　　験　　　資　　　格
学歴・免許等（次のいずれかに該当する方） 年　齢

電　気
技術職 １人

ア　学校教育法による高等学校又はこれと同
等以上の教育施設の電気主任技術者認定
校において、電気工学に関する学科を専
攻して卒業した方又は平成29年３月に卒
業見込みの方（電気事業法の規定に基づ
く主任技術者の資格等に関する省令第７
条第１項各号の科目を修めていること。）

イ　電気主任技術者の免状を有する方
昭和56年
４月２日
以降に

生まれた方

機　械
技術職 １人

ア　学校教育法による高等学校又はこれと同
等以上の教育施設において、機械工学に
関する学科を修めて卒業した方又は平成
29年３月に卒業見込みの方

イ　ボイラー・タービン主任技術者の免状を
有する方

ウ　一級海技士（機関）としての海技士の免
許を受けている方、特級ボイラー技師免
許を受けている方、エネルギー管理士免
状の交付を受けている方又は技術士（機
械部門に限る。）の二次試験に合格した
方

※詳しくは、紀の海広域施設組合（℡ ０７３６‐６６‐１８１３）又は組合ホームページ（http://www.kinoumi-kouiki.jp/）

　紀美野町では、下記要領で職員採用試験を実施します。
■職種、予定人員等
　一般事務職A、B
　（大学卒業、高校卒業程度）	 ５人程度
　保育士	 ２人程度
　看護師	 １人程度
　消防吏員	 ２人程度
■受験資格
　一般事務職Ａ　　・昭和61年４月２日から平成７年４月１

日までに生まれた者
　
（大学卒業程度）

　・平成７年４月２日以降に生まれた者で、
学校教育法による大学（短期大学を除
く）及びこれと同等と認められる学校
を卒業した者又は平成29年３月31日ま
でに卒業する見込みの者

　一般事務職Ｂ　　・昭和61年４月２日から平成11年４月１
日までに生まれた者

　
（高校卒業程度）

　　ただし、学校教育法による大学（短期
大学を除く）及びこれと同等と認めら
れる学校を卒業した者や平成29年３月
31日までに卒業する見込みである者な
ど、平成29年３月31日現在で大学（短
期大学を除きます。）における在籍期
間が通算して３年を超える者は受験で
きません。

　保育士　　　　　・昭和61年４月２日から平成11年４月１
日までに生まれた者で、児童福祉法に
より保育士登録簿に登録されている者
又は平成29年３月31日までに登録され
る見込みの者

　看護師　　　　　・平成29年４月１日時点で40歳以下の者
で、看護師免許を有する者又は平成29
年３月31日までに看護師免許取得見込
みの者

　消防吏員　　　　・平成２年４月２日から平成11年４月１
日までに生まれた者

　　　　　　　　　※その他受験資格詳細については各「採
用試験案内」をご覧ください。

■採用試験日
　【第１次試験】平成28年９月18日（日）
　【第２次試験】平成28年10月15日（土）（一般事務職）予定
　【　　〃　　】平成28年10月16日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　（保育士、消防吏員）予定
■試験方法
　第１次試験及び第２次試験　一般事務職、保育士、消防吏員
　第１次試験のみ　　　　　　看護師
■試験会場
　紀美野町総合福祉センター
　和歌山県海草郡紀美野町下佐々 1408番地４
■受験申込書の入手方法
　受験申込書の配布については、平成28年８月２日（火）か
ら平成28年８月24日（水）までの間（土・日・祝日を除く、
８時30分から17時15分まで）に下記の場所において配布を
受けるか、ホームページからダウンロードしてください。
郵送による配布はいたしません。

　・紀美野町役場本庁２階　総務課　紀美野町動木287番地
　・紀美野町役場美里支所　住民室　紀美野町神野市場226
　　　　　　　　　　　　　　　　　番地１
　・紀美野町消防本部　　　紀美野町下佐々 803番地１
　　　　　　　　　【消防吏員受験申込書のみ配布します。】
　HPアドレス　http://www.town.kimino.wakayama.jp
　※平成28年８月２日以降に採用試験案内、申込書等がダウ
ンロードできます。

■採用予定日　平成29年４月１日
■申込み受付期間
　平成28年８月２日（火）～平成28年８月24日（水）
　17時15分必着
　（上記期間の土・日・祝日を除く、８時30分から17時15分
まで）

　紀美野町役場　総務課で受付をします。郵送の場合は、簡
易書留郵便で上記期限必着です。

■その他
　職員採用試験の詳細については、申込書と一緒にお渡しす
る「採用試験案内」に記載しております。

■問い合わせ　紀美野町役場　総務課人事担当
　　　　　　　℡ ０７３‐４８９‐５９１２
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８
月
の
天
文
教
室

き
み
の
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

「
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

in 

サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
」

宝
く
じ
文
化
公
演

海
援
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
２
０
１
６

チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

８
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　

22
時
～
翌
朝
４
時
30
分

　
　
　
　
（
20
時
開
場
）

■
場
所　

サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
Ｃ
Ｃ

　
　
　
　
（
紀
美
野
町
安
井２

９
７
）

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
大
人
）

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
無
料

■
プ
レ
イ
ベ
ン
ト　

20
時
～

　

小
型
望
遠
鏡
で
の
天
体
観
望
と

飲
食
ブ
ー
ス
を
開
始
し
ま
す
。

■
本
イ
ベ
ン
ト　

22
時
～

　

寝
転
が
っ
て
流
れ
星
を
探
す
、

流
れ
星
の
お
話
、
星
空
案
内
、

小
型
望
遠
鏡
で
の
天
体
観
測
、

秘
密
の
ア
イ
テ
ム
で
天
の
川
を

堪
能
、
ビ
ク
セ
ン
提
供
賞
品
の

争
奪
ゲ
ー
ム
、
飲
食
ブ
ー
ス
な

ど
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
（
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
は
近
日
発

表
）

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

■
日
時　

10
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

15
時
開
演

　
　
　
　
（
14
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

み
さ
と
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）

　
　

前
売
・
当
日
共

　
　
　
　
　
　
　

２
，０
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
日

　

８
月
24
日
（
水
）
よ
り

※
前
売
に
て
完
売
の
場
合
当
日

券
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
早

め
に
‼

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

中
央
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公

民
館
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所

※
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
中

※
販
売
所
ご
と
の
座
席
番
号
の
配

分
は
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
か
紀

美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

文
化
セ
ン
タ
ー

ナイター走ろう会開催 じどうかん
「綿花からの糸つむぎ＆さおり織り」
と「絵本の読み聞かせ」■日時　８月５日（金）

　　　　９月２日（金）
　　　　各日 19 時 30 分～
■場所　スポーツ公園
　　　　　多目的運動場
■種目　１００ｍ、１０００ｍ
　　　　２０００ｍ、３０００ｍ
　　　　５０００ｍ
　　　　※複数の種目に参加できます。
■申し込み
　　　　前日までに、住所・氏名・

年齢（学年）・電話番号・
参加種目を、電話または

　　　　FAXでお知らせください。
■参加費　１人 １００円
　　　　　（何種目でも）
■その他　雨天中止
　　　　　（態度決定 17 時）
■問い合わせ　中央公民館

■日時　８月６日（土）
　　　　13 時 30 分～ 15 時 30 分
■場所　中央公民館 ２階和室
■共催　ほんの森
■講師　「グリーンライフわかやま」さん・
　　　　「てぶくろ」さん
■持ち物　すいとう
■参加費　３００円
■対象　小学生・保育園児及び保護者の方

（保育園児は保護者の方と一緒に
参加お願いします。）

■申し込み
　　　　８月５日（金）までに
　　　　青少年センターへ（先着 25 名）
　　　　（℡ 073‐489‐5909）
※おやつ「みかんゼリー」あります。

　（無料）
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■
中
央
公
民
館

　

３
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
工
作

　

10
日　

休
み

　

17
日　

リ
サ
イ
ク
ル
工
作

　

24
日　

体
育
館
で
遊
ぼ
う

　
　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館
）

　

31
日　

シ
ャ
ボ
ン
玉
で
遊
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

３
日　

ほ
た
る
よ
み
き
か
せ

　
　
　
　

２
０
１
６
「
魔
法
の
た

ま
ご
」

　

10
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

　

17
日　

工
作
「
貯
金
箱
」

　

24
日　
　
　

〃

　

31
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

■
日
時　
平
成
29
年
１
月
８
日（
日
）

　

13
時
30
分
（
受
付 

13
時
～
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

平
成
８
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
※
平
成
28
年
成
人
式
の
記
念
写
真

に
つ
い
て

　

去
る
平
成
28
年
１
月
10
日（
日
）

に
中
央
公
民
館
で
成
人
式
を
行

い
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
方
で

記
念
写
真
を
取
り
に
来
て
い
な

い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
？

　

当
日
お
渡
し
し
た
引
換
券
を
持

参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
引
換
券
を
紛
失
さ
れ
た
方

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
教
育
課

　
（
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

【
作
品
展
示
会
】

■
日
時

　

29
日
～
31
日 

９
時
～
17
時

　

※
31
日
は
16
時
ま
で

■
場
所

　
【
一
般
】
中
央
公
民
館

　
【
児
童
生
徒
】
文
化
セ
ン
タ
ー

【
児
童
生
徒
発
表
会
】

■
日
時

　

29
日　

12
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

【
一
般
芸
能
大
会
】

■
日
時

　

30
日　

10
時
～
16
時

■
場
所 

文
化
セ
ン
タ
ー

【
茶
席
】

■
日
時

　

29
日
～
31
日 

10
時
～
15
時

■
場
所 
中
央
公
民
館

■
日
時

　

30
日　

10
時
～
15
時

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

※
作
品
・
出
演
募
集
に
つ
い
て
の

詳
細
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

成
人
式
の
ご
案
内

第
11
回
紀
美
野
町
文
化
祭

日
程
決
ま
る
!!

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

芝
滝
裕
介　
　
　
（
下
小
１
年
）

【
２
０
０
冊
】

　

吉
田
実
愛（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
８
０
０
冊
】

　

九
十
九
ば
に
ら　
（
下
小
５
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

◎
「
遊
園
地
に
行
こ
う
！
」

　
　
　
　
　
　
　

真
保
祐
一
・
著

明
日
も
仕
事
に
行
く
た
め
の
、

勇
気
と
熱
狂
こ
こ
に
あ
り
ま
す
！

奇
跡
の
復
活
を
と
げ
た
遊
園
地

フ
ァ
ン
タ
シ
ア
・
パ
ー
ク
。
夢
を

抱
け
な
い
僕
た
ち
の
前
に
、
魔
女

が
現
れ
た
―

痛
快
無
比
の
お
仕
事
ミ
ス
テ

リ
ー
。

◎
「
イ
ヌ
と
ネ
コ
の

　
　
　
　

ふ
し
ぎ
１
０
１
」

　
　
　
　
　
　

武
内
ゆ
か
り
・
著

家
で
飼
っ
て
い
た
り
、
道
や
公

園
な
ど
を
散
歩
さ
せ
て
い
る
人
が

い
た
り
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に
見

か
け
る
、
人
間
に
い
ち
ば
ん
身
近

な
動
物
・
イ
ヌ
と
ネ
コ
に
つ
い
て

の
１
０
１
の
素
朴
な
疑
問
に
、
美

し
い
写
真
も
使
っ
て
、
一
問
一
答

で
ズ
バ
リ
と
答
え
る
本
。

「
長
流
の
畔
」　　
　

宮
本
輝
・
著

「
縁
は
異
な
も
の
」

　
　
　
　
　
　

松
井
今
朝
子
・
著

「
人
生
を
決
め
る
〈
あ
り
が
と
う
〉

と
〈
す
み
ま
せ
ん
〉
の
使
い
分
け
」

　
　
　
　
　
　

七
條
千
恵
美
・
著

「
こ
ぶ
た
た
ち
の
あ
つ
い
よ
る
」

　
　
　

わ
た
な
べ
ゆ
う
い
ち
・
作

「
ど
う
な
っ
て
る
の
？
う
み
の
な

か
」

　
　

ケ
イ
ト
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
・
文

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
真
実
の
10
メ
ー
ト
ル
手
前
」

　
　
　
　
　
　
　

米
澤
穂
信
・
著

「
お
せ
っ
か
い
屋
の
お
鈴
さ
ん
」

　
　
　
　
　
　

堀
川
ア
サ
コ
・
著

「
体
が
変
わ
る
！
油
の
ル
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

守
口
徹
・
著

「
半
日
で
作
れ
ち
ゃ
う
か
わ
い
い

布
こ
も
の
」　　
　

　
　
　
　
　
　
　

ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

「
う
め
じ
い
の
た
ん
じ
ょ
う
び
」

　
　
　
　

か
が
く
い
ひ
ろ
し
・
作

「
ひ
ゃ
く
え
ん
だ
ま
」

　
　
　
　
　
　

ね
じ
め
正
一
・
作

～星に願いを～
皆さんの願い事が叶いますように

（中央公民館）
☆漢字や計算を覚えてきれいに字が書
けますように

☆えいかいわができるようになりたい
☆ダンスが上手になりますように
☆宝くじあたりますように
☆パパがたばこをやめますように
☆やまのせんせいになれますように
☆野球でまい打席ヒットを打ちたい

（文化センター）
☆しょうぼうしになりたい
☆大きくなったら、ぼうけんがしたい
☆いつまでも家族が健康でいられます
ように

ふれあいサロン展示
（中央公民館2階）

「ちぎり絵」サークルの皆さんの作
品を 10 月中旬まで展示しています。
すばらしい作品を、ぜひ一度見に

来てください。

10
月
29
日
（
土
）

30
日
（
日
）

31
日
（
月
）
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春は文化協会展、秋は文化祭への出演
とボランティア演奏会への参加など地域
とつながった活動をしています。平成 29
年 7 月には、県民文化会館での発表会も
決定しています。心と身体のリフレッシュ
も兼ね、手を動かすのと同じくらい口も
動かしながら練習しています。
無理なく、楽しく長くを実践しています。
■日時　第２・４月曜日　９時30分～ 11時
■場所　中央公民館控室

平成27年度文化祭「美里大正琴クラブ」と共演

─ わが町サークル ─
「どんぐりクラブ（大正琴）」

■
展
示
期
間　

10
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・
役

場
本
庁
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
美

里
支
所

【
き
み
の
こ
ど
も
園
】

お
お
は
し
ぜ
ん
・
さ
く
ら
い
り
く
・

な
ぐ
ら
ゆ
う
と
・
に
し
だ
ゆ
う
す

け
・
に
し
の
か
ず
ひ
ろ
・
お
お
た

に
ほ
の
か
・
お
く
は
る
か
・
か
ら

つ
ま
あ
お
い
・
か
ね
つ
き
ゆ
ら
・

ひ
が
し
あ
お
い

【
神
野
保
育
所
】

し
ん
や
こ
う
し
・
い
お
か
し
ん
た

ろ
う
・
う
し
ろ
ち
は
る

【
野
上
小
学
校
】

森
本
歩
・
森
木
瑠
香
・
中
川
煌
梨
・

山
下
楓
心
・
中
谷
吾
友
都
・
松
本

夕
奈
・
中
谷
利
於
・
兼
本
莉
香
子
・

大
西
絢
心
・
宮
本
來
夜
・
森
本
仁

美
・
松
元
大
輝
・
山
本
百
華
・
林

花
辺
瑠

【
小
川
小
学
校
】

大
谷
健
斗
・
中
谷
由
依
・
横
谷
飛

友
・
新
田
翔
麻
・
池
本
智
輝

【
下
神
野
小
学
校
】

谷
口
奈
都
実
・
九
十
九
み
ん
と
・

坂
安
佳
里
・
岡
大
介
・
塚
田
華
蓮
・

岡
本
拓
実

【
毛
原
小
学
校
】

田
村
誉
・
田
村
聖
・
又
野
勇
万

【
野
上
中
学
校
】

河
本
陸
・
中
村
拡
矢
・
松
本
蕗
未

緒
・
久
保
喜
愛
・
橋
爪
玲
那
・
古

谷
明
日
香
・
森
下
日
和
・
鷲
岡
愛

加
・
平
岩
隆
太
郎
・
南
直
希
・
小

野
蒼
依
・
神
野
真
尋
・
田
渕
美
沙

紀
・
西
田
晴
夏
・
廣
田
学
美

【
美
里
中
学
校
】

中
前
里
菜
・
徳
田
帆
菜
・
上
野
山

莉
布

【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

野
口
和
佳
・
林
香
里
・
田
村
雅

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
二
十

九き
ゅ
う右

衛え

門も
ん

さ
ん

（
後
半　

６
月
号
の
続
き
）

あ
く
る
日
の
朝
、
や
い
た
炭
を

六
貫
（
約
23
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
入
り

の
た
わ
ら
に
に
づ
く
り
し
ょ
う

と
、
か
ま
場
へ
や
っ
て
き
た
ん
や

け
ど
、
な
ん
と
、
も
う
荷
作
り
が

で
き
て
し
も
て
る
ん
や
。

『
こ
り
ゃ
ど
う
な
っ
て
る
ん
や
、

あ
り
が
た
い
け
ど
、
ふ
し
ぎ
な

こ
っ
ち
ゃ
。』

と
び
っ
く
り
し
て
、
マ
サ
ノ
さ

ん
に
話
し
な
が
ら
炭
小
屋
へ
運
ん

だ
ん
や
し
て
。

そ
の
次
の
朝
、
ま
た
、
マ
サ
ノ

さ
ん
と
二
人
で
下
の
道
ま
で
炭
を

運
び
出
そ
う
と
思
て
、
炭
小
屋
ま

で
来
て
戸
を
開
く
と
、
ま
た
び
っ

く
り
、
き
の
う
入
れ
て
お
い
た
は

ず
の
炭
が
一
ぴ
ょ
う
も
な
い
ん
や

て
。こ

り
ゃ
ど
う
し
た
こ
っ
ち
ゃ
、

こ
れ
で
は
問
屋
さ
ん
に
ご
め
い
わ

く
を
か
け
る
と
、
こ
ま
り
は
て
て

し
も
た
。

そ
や
け
ど
仕
方
な
い
ん
で
、

『
ば
あ
さ
ん
や
、
わ
し
は
こ
れ
か

ら
問
屋
さ
ん
に
、
わ
け
言
う
て
こ

と
わ
り
に
行
っ
て
く
る
わ
。』

と
、
五
時
間
も
か
か
っ
て
問
屋

さ
ん
へ
行
っ
て
、
炭
が
な
く
な
っ

た
こ
と
を
話
す
と
、
問
屋
の
主
人

が
、

『
何
言
う
て
ん
の
よ
九
右
衛
門
さ

児
童
生
徒
絵
画
展
示

～
き
み
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
～

ん
、
た
の
ん
だ
炭
な
ら
、
き
の
う

ち
ゃ
ん
と
、
馬
七
頭
で
持
っ
て
き

て
く
れ
て
い
る
で
。
こ
の
と
お
り

や
。』と、

く
ら
を
ば
開
け
て
見
せ
て

く
れ
て
、
お
金
も
、
す
ぐ
に
一
ぺ

ん
に
は
ろ
て
く
れ
た
ん
や
て
。

九
右
衛
門
さ
ん
は
、
何
が
何
や

ら
分
か
ら
ん
け
ど
、
あ
ん
ま
り
う

れ
し
か
っ
た
ん
で
、
マ
サ
ノ
さ
ん

へ
の
お
み
や
げ
買
う
の
も
わ
す
れ

て
、
家
へ
す
っ
と
ん
で
帰
っ
て
き

た
ん
や
け
ど
、
心
配
し
て
待
っ
て

い
た
マ
サ
ノ
さ
ん
は
、

『
じ
い
さ
ん
、
問
屋
さ
ん
お
こ
っ

て
い
た
や
ろ
。』

と
聞
く
ん
で
、

『
い
い
や
、
お
こ
る
ど
こ
ろ
か
、

炭
は
く
ら
に
全
部
入
っ
て
い
る

し
、
お
金
も
す
っ
か
り
く
れ
た
ん

や
。』と話

し
た
ん
や
。

二
人
は
、
さ
っ
ぱ
り
わ
け
も
分

か
ら
ん
よ
う
に
な
っ
て
し
も
う
た

け
ど
、
ば
ん
ご
は
ん
食
べ
て
、
さ

あ
ね
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
屋
根

の
方
か
ら
、

『
九
右
衛
門
さ
ん
や
、
九
右
衛
門

さ
ん
や
、
こ
の
間
じ
ゃ
ま
を
し
て

す
ま
な
ん
だ
な
あ
。
そ
の
代
り
、

炭
の
荷
作
り
を
し
て
問
屋
さ
ん
へ

と
ど
け
と
い
た
で
。』

と
、
声
が
し
た
か
と
思
う
と
、

バ
サ
バ
サ
と
は
音
を
立
て
て
、
と

ん
で
行
っ
て
し
も
た
。
ま
た
、
か

ら
す
天
狗
の
い
た
ず
ら
や
っ
た
ん

や
て
。

（
の
か
み
の
民
話
第
二
集
よ
り
）

　

去
る
７
月
17
日
（
日
）
中
央
公

民
館
和
室
で
開
催
さ
れ
、
囲
碁

23
名
・
将
棋
13
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
囲
碁
は
２
組
に
分
か
れ
、
ハ

ン
デ
ィ
戦
５
回
戦
で
、
総
得
点
で

順
位
決
め
、
将
棋
は
総
平
手
戦
８

回
戦
を
行
い
ま
し
た
。
熱
戦
を
展

開
し
、
将
棋
は
１
位
が
同
点
と
な

り
、
決
勝
戦
を
行
い
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

囲
碁
の
部

　

優
勝　
　

遠
藤
守　
（
紀
の
川
市
）

　

準
優
勝　

森
川
敏
昭　
（
有
田
市
）

　

３
位　
　

崎
山
隼　
　
（
海
南
市
）

将
棋
の
部

　

優
勝　
　

黄
瀬
健
司
（
か
つ
ら
ぎ
町
）

　

準
優
勝　

日
潟
順
一　
（
下
佐
々
）

　

３
位　
　

柏
木
啓
二　
（
海
南
市
）

紀
美
野
町
文
化
協
会

囲
碁
将
棋
大
会
の
結
果
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オ
ノ
マ
ト
ペ
だ
ら
け
の
赤
子
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
湯
上
　
ひ
と
み

開か
い

墾こ
ん

の
父
の
立
ち
寄
る
泉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

他
人
の
も
の
買
ふ
ふ
り
を
し
て
水
着
買
ふ
　
　
　
　
浦
　
　
　
貴
子

梅
雨
晴
の
空
を
拡
げ
て
鳥
の
声
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
和
代

烏か
ら
すの
子
肩
に
載
せ
た
る
老
店
主
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
浩
平

取
り
急
ぎ
五
ヵ
寺
巡
り
て
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
隆
之

マ
ネ
キ
ン
に
ち
ょ
っ
か
い
出
し
て
梅
雨
晴
間
　
　
　
前
　
　
　
　
廣

大
木
を
切
り
て
見
通
す
梅
雨
晴
間
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
　
富
貴
子

鱧は
も

の
フ
ル
コ
ー
ス
を
食
べ
て
胃
の
重
き
　
　
　
　
　
口
井
　
ト
シ
子

自
画
な
れ
ば
古
き
絵え

団う
ち
わ扇
捨
て
切
れ
ず
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

山さ
ん
し
ょ
う椒
畑ば
た

ひ
と
と
き
腰
を
の
ば
し
聴
く

　
　
　
　
　
鶯
う
ぐ
い
すの
こ
え
高
く
響
け
り
　 

　
　
　
　

森
脇
　
伊
佐
子

人
情
の
機き

微び

を
描
き
て
モ
ノ
ク
ロ
の

　
　
　
　
　
映
像
似
合
う
藤
沢
周
平
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
　
邦
彦

木こ

の
間ま

洩も

る
日
射
し
明
る
く
苔
に
射さ

す

　
　
　
　
　
美は

し
き
緑
を
飽
か
ず
眺
む
る
　
　
　
　
角
谷
　
と
し
み

ひ
と
山
を
朝
の
散
歩
に
廻
る
と
言ゆ

う

　
　
　
　
　
夫
婦
と
合
え
り
軽
き
靴
音
　
　
　
　
　
黒
西
　
　
葉
子

先
に
逝ゆ

き
し
夫つ
ま

の
知
ら
ざ
る
老
い
を
生
く

　
　
　
　
　
淋
し
い
時
や
嬉
し
い
と
き
を
　
　
　
　
河
野
　
　
昭
子

こ
の
香
り
追
い
て
仰
げ
ば
泰た
い

山ざ
ん

木ぼ
く

　
　
　
　
　
花
の
大
輪
白
あ
ざ
や
か
に
　
　
　
　
　
梶
谷
　
美
瑳
子

短う

歌た

と
言
う
列
車
に
乗
り
合
い
来
し
仲
間

　
　
　
　
　
和わ

気き

藹あ
い

藹あ
い

と
走
り
続
け
る
　
　
　
　
　
西
佐
古
　
祐
子

若
葉
風
さ
や
さ
や
ゆ
る
る
我
が
家
に

　
　
　
　
　
帰
り
来
た
り
し
君
が
命
よ
　
　
　
　
　
上
中
前
　
澄
子

胸
の
内
春し
ゅ
ん
し
ゅ
う
愁
の
あ
り
虚む
な

し
さ
の

　
　
　
　
　
河
が
流
れ
る
昨
日
も
今
日
も
　
　
　
　
寺
岡
　
　
幸
子

つ
づ
く
雨
人
影
も
な
く
浮
び
来
る

　
　
　
　
　
今
日
も
遺
影
に
ぬ
か
ず
き
語
る
　
　
　
小
根
田
　
牧
子

歌　

の　

小　

道

真夏の風物詩「ペルセウス座流星群」を観るた
めに、きみのスターパーティー実行委員会と天文
台が主催するイベントの準備を進めています。会
場はサンリゾートカントリークラブ。広大な敷地
の中で芝生に寝転がり極上の環境で流れ星を見上
げます。

The STAND（スタンド）、喫茶まどか、キミ
ノ ー カ、Antenna Coffee & Diner（ ア ン テ ナ ）、
SANDOYA（サンドヤ）など、地元の事業者さん達
が飲食ブースを出店して下さいます。他にも、天
文台友の会や貼

は り

雑
ま ぜ

デザイン事務所などにご協力頂
いています。

美里みろく牧場に加え、世界的な光学機器メー
カーである株式会社ビクセン(Vixen)やテレスコー

プセンター・アイベル
(EYEBELL)が イ ベ ン ト
のために豪華商品を提
供してくださいました。
参加者へのプレゼント
企画を準備中です。

皆さんもご都合の良
い時間に遊びに来てく
ださい。イベント中は随
時入退出可能です。詳
細はイベント情報コー
ナーをご覧ください。

今年２月号の学校だよりのコーナーでは、小川小
学校の獅子舞についてお知らせいたしました。今回
は、特別な取り組みではない、普段の小川の子ども
たちの様子を書きたいと思います。

小川小学校の児童は、17人。ですから、何をす
るのも17人一緒です。普段の遊び（今は、セミと
りが流行中）はもちろん、朝の運動、昼の集会も全
校児童が一堂に会します。

先日のプール掃除も、１年生から仕事を分担しま
した。このような作業では、大きい子が小さい子に
やり方を教えてあげたり、能力に合わせてあげたり
する様子がよく見られます。反対に、小さい子は大
きい子の言うことをよく聞き、大きい子に感謝しま
す。互いに思いやる気持ちが自然と育ちます。

また、小さい子は小さい子なりにできることを担
当するので「お客さん」になることなく、何らかの
形でみんなの役にたつ経験ができます。

小川小学校では、小さな学校ならではの良さを生
かして日々の取り組みを進めています。

天文台だより
『協力者とビッグイベントを今年も準備中！』

矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『小さな学校ならではの良さ』

紀美野町立小川小学校

会場であるサンリゾートＣＣの
星空（イメージ写真）
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6月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 29（　） 29（　）
一 般 負 傷 3（　） 3（　）
交 通 事 故 4（　） 4（　）
そ の 他 5（　） 5（　）
合 計 41（　） 41（　）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
て
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も

し
も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

７
月
７
日
の
七
夕
に
ち
な
み
町

内
の
各
保
育
所
で
「
防
火
七
夕
祭

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、「
ひ
あ
そ
び
し

ま
せ
ん
」・「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」
と

い
っ
た
防
火
の
誓
い
や
、「
か
め
ん

ら
い
だ
ー
に
な
り
た
い
」・「
プ
リ

キ
ュ
ア
に
な
り
た
い
」・「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
せ
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
」・

「
ダ
ン
ス
が
じ
ょ
う
ず
に
な
り
た

い
」
な
ど
色
々
な
願
い
の
こ
も
っ

た
短
冊
と
き
ら
び
や
か
な
飾
り
を

笹
い
っ
ぱ
い
に
つ
る
し
た
見
事
な

笹
飾
り
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
園
児
か
ら
頂
い
た
笹
飾

り
を
消
防
署
前
に
飾
り
付
け
る

と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
道
行
く
人

へ
ひ
と
き
わ
華
や
か
に
防
火
の
Ｐ

Ｒ
を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

☆
小
さ
な
手
で

　
　
星
に
託
し
た

　
大
き
な
思
い
☆

住
宅
防
火
訪
問
に

協
力
の
お
願
い

消防署前の笹飾り

神野保育所 きみのこども園（年長）

消
防
署
で
は
住
宅
防
火
対
策
の

向
上
を
図
る
べ
く
、
防
火
訪
問
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
職
員
が
各
戸
に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
状
況
を
う
か
が
わ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、
防
火
に
つ
い
て

の
注
意
事
項
を
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
消

防
職
員
が
訪
問
時
に
消
火
器
等
の

販
売
や
点
検
を
行
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

巧
妙
な
手
口
で
高
額
請
求
を
す

る
な
ど
の
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者

が
来
た
場
合
は
、
契
約
書
等
に
サ

イ
ン
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
講
習
内
容

　

（1）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

（2）
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

（3）
そ
の
他
応
急
手
当
て
に
関
す

る
こ
と

■
講
習
時
間

　

９
時
か
ら
12
時
ま
で
の
３
時
間

講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
期
限

　

８
月
20
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

あき地を放置していると、繁茂した雑草による火災や衛生害虫の発生の原因にな
るとともに、見通しや景観も悪くなって、犯罪等の発生誘因にもなりかねません。
あき地の雑草については、隣接地に迷惑がかからぬよう土地所有者が管理し、繁
茂しないうちに除去をお願いいたします。

住民課

あき地の維持管理を適正に行うのは、
土地所有者の責務です！！

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
9
月
11
日（
日
）



8月

暑中お見舞い申し上げます。毎日、暑い日が続きますが
如何お過ごしですか。
８月は 15 日（月）に開催される「第 11 回きみの夏祭り」

をはじめ、イベントが盛りだくさんです。また、家族旅行
や海水浴など計画されている方も多いと思います。暑い日
が続きますので、お出かけの際には水分を多めに取るなど
体調に十分注意し、この夏を楽しく過ごしてください。

編 集 後 記

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

4 日（木） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【14 日 ( 日 )・28 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 － 6500

5 日（金） 19:30 ～ ナイター走ろう会 スポーツ公園 生涯学習室 489 － 5915

9 日 ( 火 )・23 日（火） 移動町長室 美里支所 住民室 495 － 3471

総務課 489 － 5912

15 日（月） 16:00 ～ 第 11 回きみの夏祭り
木の温もり広場
( 文化センター )

商工会 489 － 3260

18 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15:00】 中央公民館 総務課 489 － 5912

美里支所 住民室 495 － 3471

2016.815

紀美野町の人口
総人口…………	 9,463人
　男　…………	 4,392人
　女　…………	 5,071人
世帯数…………	 4,405世帯

（平成28年6月末現在）　　

　紀美野町面積128.34km2

中国語会話の基礎や習慣を高校生といっ
しょに学びませんか。初心者大歓迎です。
■期　　間　平成28年10月12日
　　　　　　～平成29年２月15日まで
　　　　　　毎週水曜日15時20分～ 17時
■講　　師　三田博子 先生
　　　　　　大阪市立大学大学院卒業、
　　　　　　上海復旦大学留学　
　　　　　　大阪市立大学非常勤講師、
　　　　　　海南高校大成校舎非常勤講師
■費　　用　テキスト代　２，０００円程度
■募集人数　10人程度
■募集締切　９月９日（金）
　　　　　　応募多数の場合は先着順とさせ
　　　　　　ていただきます。
■問い合わせ・申し込み
　　　　　　海南高等学校大成校舎
　　　　　　℡ ０７３‐４８９‐２０６９

農薬使用者は、農薬取締法により次の4つの安全を確保
する責務が課せられています。

1．使用する人の安全
2．農作物に対する安全
3．農産物に対する安全
4．環境に対する安全

農薬使用者は、安全を確保するために、防除計画の策定
や適期防除、農薬ラベル表示事項の遵守、周辺食用農作物
生産者との連携・農薬飛散低減等を心がけてください。
なお、農薬は、登録に際して毒性評価を行い、人畜など
への害がない範囲を作物残留などの基準として定め、この
基準を超えないように①その農薬に適用がない作物へは使
用しないこと、②定められた使用量又は濃度を超えて使用
しないこと、③定められた使用時期を守ること、④定めら
れた総使用回数以内で使用すること等使用方法が決められ
ています。この使用方法を適切に守ることによって、安全
が担保されますから農薬取締法では、農薬の使用基準の厳
守は義務化され、違反した場合は罰則が科せられることと
なります。
■問い合わせ　産業課　℡ ０７３‐４８９‐５９０１

高校生と一緒に
中国語を学びませんか

農薬の安全・適正な使用について
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８
月
15
日
（
月
）、
紀
美
野
町

文
化
セ
ン
タ
ー
の
木
の
温
も
り
広

場
で
「
第
11
回
き
み
の
夏
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
花
火
大
会
を

は
じ
め
盆
踊
り
や
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
は
交
通
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。（
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
乗
り
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。）

　

臨
時
駐
車
場
か
ら
会
場
ま
で
の

無
料
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
別

に
配
布
し
て
い
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

荒
天
の
場
合
は
８
月
16
日

（
火
）
へ
順
延
い
た
し
ま
す
。
但

し
、「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ゴ
ー
ス
ト
」

シ
ョ
ー
や
他
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

※
夏
祭
り
の
駐
車
場
係
を
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
実
行
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

き
み
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
紀
美
野
町
商
工
会
内
）

　
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
２
６
０

日
時
：
８
月
15
日
（
月
）　

16
時
ス
タ
ー
ト

場
所
：
木
の
温
も
り
広
場

（
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
・
下
神
野
小
学
校
隣
）

第11回　きみの夏祭りプログラム
16：00 ～　県立海南高等学校美里分校和太鼓部
16：15 ～　スポーツ少年団新体操クラブ
16：20 ～　スターキッズクラブ
16：30 ～　野上中学校吹奏楽部
16：50 ～　ＢＲＳ
17：10 ～　県立海南高等学校大成校舎軽音楽部
17：25 ～　開会セレモニー
17：55 ～　仮面ライダーゴーストショー
18：45 ～　りら創造芸術高等学校
19：05 ～　河村一樹
19：20 ～　紀美野町吹奏楽団
19：40 ～　盆踊り
20：30 ～　花火大会

※天候等の諸事情によりプログラムは変更する場合
がありますのであらかじめご了承下さい。

き
み
の
夏
祭
り

■入場券販売開始　8月3日（水）〜
　※販売時間は各施設の開館、就業時間内で

す。
　※指定席は選んで購入していただけます。

ご希望席を取扱い販売所で購入してくだ
さい。

　※各販売所の先着販売となります。
　※購入後の座席変更はいっさいできません。
　※予約販売は行いません。

■入場券販売場所
　中央公民館　文化センター
　役場美里支所　小川地区公民館
　志賀野地区公民館　長谷毛原出張所
　真国出張所　国吉出張所
　総合福祉センター

■主催
　紀美野町
　紀美野町教育委員会

第11回

き
み
の
夏
祭
り


